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岩手大学 リカレント教育プログラム 

令和５年度 世界遺産と地域の持続的発展講座 

 

１．目 的： 

世界遺産は、全人類が認める普遍的な価値を持っていて、それらは恒久的に守り伝えるべ

きものとされています。 

この講座では、世界遺産の概略を学ぶとともに、世界遺産を文化資源としてとらえ、おも

に「平泉」を例に、地域社会の持続的発展をもたらす利活用方法について、受講者それぞれ

の関わりにおいて検討し、人材育成を含めたよりよい世界遺産の将来像を探る機会としま

す。 

 

２．主 催：岩手大学平泉文化研究センター 

 

３．後 援：平泉町（予定） 

 

４．定 員：10 名程度 

 

５．受講料：5,000 円（フィールドワークに要する拝観料等の経費（但し、昼食代は除く）、

資料代など。） 

      ※ご入金方法は、受講をお申込みいただいた方に別途ご連絡いたします。 

 

６．対象者：広く世界遺産に関わっている方。世界遺産に興味関心を持っている方。 

      ・学校教育関係の方 

      ・行政関係の方 

      ・世界遺産の案内等に関わっている方 

      ・その他、世界遺産と地域の持続的発展について関心を持っている方 

 

７．会 場：岩手大学平泉文化研究センター ほか 

      〒020-8550 岩手県盛岡市上田三丁目 18 番 33 号 教育学部１号館１階 

 

８．留意事項：全日程の参加が望まれますが、やむを得ない事情等がある場合はこの限りで

はありません。但し、その場合でも受講料はお返ししません。 

全 10 コマを受講された方には「修了証」を発行いたします。 
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９．申込方法 

 受講申込書に必要事項を記載の上、ホームページ（https://www.ccrd.iwate-

u.ac.jp/community/）の申込フォームから６月１６日（金）までにお申し込みください。  

※締切前であっても人数が定員に達し次第締め切らせていただきます。 

 ※感染症の拡大など、やむを得ない事情によって日程を変更する場合もございます。 

 

お問合せ・お申込み 

岩手大学地域社会教育推進室(岩手大学研究・地域連携部 研究・地域連携課内) 

TEL：019-621-6624,6492 E-mail：pedagpgy@iwate-u.ac.jp 

〒020-8551 岩手県盛岡市上田４丁目３番５号 

 

受講申込書 一部抜粋 

※個人情報は当講座の運営のみに利用いたします。 

ただし、保健所等からの要請があった場合は情報提供することもありますので予めご了承ください。 

 

応募した動機、本講座で学びたいこと、期待していることをご記入ください。 

 

氏 名 所属／職名 生年月日 

ふりがな               

 

 

     年  月  日 

住 所 連絡先 

〒 

 

TEL 

 

E-mail 
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10．カリキュラム 

 

時数 開催日時 内容 講師 

１ ６月 24 日

（土） 

10： 20～

12：00 

【開講式】 

【講義】「世界遺産の概要」 

世界遺産とは何か。世界各地の世界遺産を

例に見ながら、条約成立の背景と現在の制

度、及び課題等について概観する。 

岩手大学平泉文化研究センター 

センター長 平原英俊 

客員教授  佐藤嘉広 

２ ７月 22 日

（土） 

10： 20～

12：00 

【講義】「日本の世界遺産」 

日本国内の 25 遺産（岩手県内の遺産を含

めて）について、文化遺産を中心に、その

価値や意義、特徴及びそれぞれの遺産の保

存管理体制を確認する。 

岩手大学平泉文化研究センター 

客員教授  佐藤嘉広 

３ ８月 26 日

（土） 

10： 20～

12：00 

【講義】「平泉の歴史と顕著な普遍的価値」 

「平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園

及び考古学的遺跡群」について、その顕著

な普遍的価値と価値が生み出されるに至

った歴史、及び現在の保存管理を確認す

る。 

岩手大学平泉文化研究センター 

客員教授  佐藤嘉広 

４ ～

７ 

９月 16 日

（土） 

８：30～

17：00 

【フィールドワーク】「平泉の現地視察」 

世界遺産「平泉」（中尊寺、毛越寺、観自在

王院跡、無量光院跡、金鶏山など）を現地

調査し、資産の実際を観察しながら、価値

を保持するための課題について把握する。 

岩手大学平泉文化研究センター 

客員教授  佐藤嘉広 

８ 10月 21日

（土） 

10： 20～

12：00 

【講義】 

「地域と世界遺産～観光振興と住民目線」 

2001 年の暫定リスト登載から登録延期を

経て登録の実現、そして 2012 年の再暫定

リスト登載に至る平泉の世界遺産を、それ

ぞれの段階で地域の人々はどう受け止め、

何を期待したのか。また、世界遺産による

観光振興がどのように期待されその効果

はどうだったのかについて確認する。 

一社）平泉観光協会 

事務局長 山平功二 

９ ～
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11月 18日

（土） 

10： 20～

14：40 

【演習】「世界遺産平泉の将来を構築する」 

現地調査と現在の課題を踏まえ、世界遺産

平泉のよりよい将来像について、受講者そ

れぞれの企画を発表し、検討する。 

【閉講式】 

岩手大学平泉文化研究センター 

センター長 平原英俊 

客員教授  佐藤嘉広 

 


